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進化する教材・進化する教え手と受け手
坂東昌子

1 動機

科学を探求し発展させるための学会という組識では、校王する科学者は、自由に発表し

自由に意見交換を行い、そして学会誌に自分の成果を報告する。成果を謹めるまでは、意

晃交換したり批判を受吋た号、さまざまなネットワークを通じてアイデアを交換し、そこ

から訳山のことを学んだり発展させたりする。だから完成品はいつも情報を発信する側と

受ける側が分離されず相互作用をしながら、改編・修正されて進化する。ところが、教育

の場でi士、教え手と受け手が明確に豆別されていて、課ね一方通行である。

教え手、特に大学の授業をする側、はお互いに自分の考えに基づいて自由に内容を決め、

誰にも束縛されずに授業を組むことができ、それがf学問の自由・大学の自治jで保証され

ている大境な権利だとみ記されてきた。それは、長い間科学が時の権力や政治に翻弄され

ず、真実を極めるために請われた大窃な権利だった。

しかし、それは時の権力に対してのことであって、受け手からの意見を受け入れないと

いうことではない。実際には、教えることによって沢山のものを学んだ科学者は沢山いる。

メンデレーフは授業のために元素の周期律表を完成させたし、西村肇(東大名誉)は、遺

伝子組み換えの研究をするに当たって、学生の授業で 1からきちんと勉強し、毎週第 1級

のテーマの宥題を学生に課しながら自分も成長して、たった 3年でネイチャーに論文を掲

載させるところまでこぎつけたとしづ。私自身も環境問題や医療問題は、多くのことを学

生たちに学びつつ新しい視点で勉強しなおした。受け手から沢山のことを学べる科学者は、

「みんなに分かる授業をしたし三」という真撃な気持ちが窓辺にあって、 fきっと分かつてく

れる。判らないの泣自分の至らなさが原因だj という気持ちで授業の望んでいたのではな

いだろうか。また、優れた科学者は、専門家でない市民の知恵をしっかり見つめ、そこに

ある本物をしっかり評髄できるだけの英知を持っていた。摂jえば、パスツールは、牛痘に

かかった牛の膿を体にこすり付けると、天然痘にかからないとしサ農畏たちの知恵の中に、

本物があるかもしれないと患い、それを科学の対象して捉え、免疫機構の発見につなげた。

単に、市民のJ慣習を馬鹿にもしないし、逆に鵜呑みにもせず，科学者の姿勢を震いたとい

うことだ。

市民の知恵を結集して学問を発展させるという新しい手法、すなわち迷信や無知も混在

する市民の智恵の中にある本物を、どうして私たちの学問体系の中に取り込み、その成果

を組み入れてより進化した知識体系にまで引き土げていくか、それは科学者の腕にかかっ

ているが、こうした仕組みをシステマティックにとりこむ新しい知識集約の方法はまだ完
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成しているとは思えない。環境問題、医療問題。安全安心の科学などと市民との対話のな

かで発展することはスローガンにあげることはあっても、智恵を集約し市民とのネットワ

ークの中で鍛え本物iこする道筋はまだ晃えていない。 21世紀の科学の新しいイノベーショ

ンは、こうした方法論を確立することではないだろうか。そうなって始めて万人の科学が

生きるのではないかと考える。科学教育は、まさこの方向に拾った大変素晴らしいテーマ

である、科学教育としサ題材を居いた教育のイノベーションに結びっく実験ができるので

はないか、これが私わ考えている構懇である。

2 プロジェクトの特徴と背景

このプロジェクトでは、環境問題等、大人が輿味をもっテーマを選び、そこに現れる科学

の基礎知識と知見をより深い理解へと導く科学教材づくりをプロジェクトの中心におく。

そして、洪給するイ見Ijと受ける側、双方向の協働を可龍にするネットワークの仕組みを、 ITC

テクノロジーを駆使して帯築する。すでに、 LMSやネットワーク構築が進展しており、日

本で強自に開発されてCEAS(冬木〉などの素晴らしいシステムが春在するc さらにネットワ

ーク上の仮想空間で議論し発展させるためのツーノレとして、五EEPTOOL五IT(飯吉)があり、

それの日本語援が現在高等教育研究所の酒井らによって完成された。これらのテクノロジ

ーを駆使しつつ、教える棋と受け手のネットワークをフルに活用する O 多くの人々をつな

ぐ人的ネットワークがなければ、「弘作って魂入れずj ということになる。ところで百本に

は、これを可能にする蓄積が末に存在している。

①ヨ本に辻、学校教員・研究者が協輸して生まれた国際的にも評価が高い教材がある。

②これには、職員室(教員相互の交流する場)が教材作りに重要な役割を果たした特徴

j職員室は、教員相互の取り組みを日常的に議論できる交読広場

③学会組議も、科学普及活動を重視し始め、科学普及の自主的公的グノレーブが多数存

在し， 日本の各地で活発に活動している。問題は、これらの組識需のネットワー

クがされていないことである。

特定個人の業績というより、多数の手によって改良された、現場の接証を経た

多数の多議な教材が、入から入へ伝えられ蓄積されている。
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3 問題点→なぜ大人の教材か
① 多数の教材がローカノレな蓄績で、社会全体に還元する体制にない。

→ネットワークを利用して、全国iこ靖報を発信する仕組みが必要

② 科学普及活動が、児童・青少年向けのものに眠られている場合が多い

→教科書の枠、学年の梓を超え、最新の科学の成果を取り入れた教材が必要

@現代社会の課題、地球環境・資源エネルギ一等分野横断的な教材が必要O

④忙しくても成人がやりたくなるような教材が必要

→問題解決のためには科学リテラシィを身に付けた市民の存在が必須

@蓄積された教材の賀→ネット上でアクセス可龍な膨大な教材の評価システムが

必要

・科学教材では最新の知見が必要なのでプロの評価によるフィルターが必要

・7易しく科学を伝える工夫j については市民からの評伍が必要

-強制力下の授業では生徒や現場の教員からの率直な評簡がでにくい。

⑤児童生徒向けのものは、民間企業で大量に販売されている

→受験のためのノウハウに集中→基礎から先端科学の知見までたどれない。

|子供の理科離れより前に、教員も含めた大人が楽しむ科学を

|パーチヤ峨員室の開設|

児童生徒も分かる基礎から、先端科学の成果まで、分野横断的教材へ
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4 教材作りのプロセス・・進化する教材の概念国

ノミーチャノレ交流広場の開設

|教材のレベルアップ!

市民 作者

jアイデア付加 l 

作者 市民

市民
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